
 

 

 

2023 年２月９日 

各 位 

会 社 名  スルガ銀行株式会社 

代表者名  取締役社長  嵯峨 行介 

（コード番号 8358 東証プライム） 

問合せ先  上席執行役員 

               総合企画本部長 秋田 達也 

（TEL 03-3279-5536） 

 

保有有価証券の売却等に伴う損失の計上及び 

2023 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、現在策定中の次期中期経営計画（2023 年度～2025 年度）のスタートを見据え、「有価証券ポート

フォリオの再構築」を目的として損失を計上し、また実質与信費用が減少する見込みであることなどを踏まえ、

2022 年 11 月 11 日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．通期業績予想の修正について 

 

2023 年 3 月期連結業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

 
経常収益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （Ａ） 86,000 11,000 10,000 53.08 

今回修正予想 （Ｂ） 86,000 11,000 9,000 47.77 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 0 0 △1,000  

増 減 率 （％） 0 0 △10.0  

（参考）前期実績 
（2022 年 3 月期） 

92,072 10,596 7,960 34.72 

 

2023 年 3 月期個別業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

 
経常収益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （Ａ） 77,000 10,000 9,500 50.43 

今回修正予想 （Ｂ） 77,000 10,000 8,500 45.12 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 0 0 △1,000  

増 減 率 （％） 0 0 △10.5  

（参考）前期実績 
（2022 年 3 月期） 

83,658 10,093 7,854 34.26 

 

 



 

 

 

２．主な修正の理由 

（１）有価証券ポートフォリオの再構築 

  世界的な景気後退懸念の高まりやインフレ高止まりのリスク等を踏まえ、評価損を抱えるマルチアセッ

トファンドを中心に圧縮し、有価証券ポートフォリオを再構築いたします。これに伴い、償還損等を約 110 億

円計上する見込みです。次期中期経営計画においては、有価証券運用における安定的な収益構造への

転換を進めてまいります。 

 

（２）実質与信費用 

  第３四半期においては、組織的な交渉等の動きに加え、返済停止などの手段に至った債務者が前回公

表時の想定より少なく、予防的引当並びに予想損失率が想定を下回ったため、実質与信費用は前回公表

予想比減少する見込みです。 

 なお、当第３四半期より、貸出条件緩和債権のうち将来の回収の正常化が困難な債務者等について貸

倒引当金を積み増しております。 

 

 

【ご参考】 

2023 年 3 月期個別業績予想     （単位：億円） 

 今回修正予想 前回公表予想 増減額 

経 常 収 益 ７７０ ７７０ ― 

業 務 粗 利 益 ４５０ ５６０ △１１０ 

 経 費 ３７０ ３７５ △５ 

コ ア 業 務 純 益 ２２５ ２２０ ５ 

業 務 純 益 ８０ １７５ △９５ 

経 常 利 益 １００ １００ ― 

当 期 純 利 益 ８５ ９５ △１０ 

  

実 質 与 信 費 用 １０ １００ △９０ 

 通 常 発 生 分 △３０ ３５ △６５ 

 シェアハウス関連融資 △３５ △３０ △５ 

 予 防 的 引 当 ７５ ９５ △２０ 

  

※上記の業績予想等につきましては、現時点で当社が合理的と判断する一定の前提に基づいており、 
 実際の業績は予想値と異なる可能性があります。 

   

以 上 

 


